
環境行政改革フォーラム論文集 Vol.2 No.1 

 
 

ナチス・ドイツによる強制収容と犠牲者数に関する研究 

～ポーランド南部及び東部の現地調査を通じて（Ⅳ）～ 

 
青山貞一（東京都市大学環境情報学部）、池田こみち（環境総合研究所） 

  
  第２次世界大戦中、欧州ではナチス・ドイツによってポーランドを中心に、ドイツ、オーストリア、リトアニア、ラ

トビア、エストニア、イタリア、フランス、オランダ、ベルギー、旧ユーゴ、旧ソ連、ウクライナ、ベラルーシュなど

の国々に、いわゆる強制収容所が多数設置、運用され、ユダヤ人を中心に多くの人々が犠牲となった。本論では、ポー

ランドのアウシュビッツ、ビルケナウ、マイダネク、ソビボル、ベルゼック、トレブリンカなどガス室・焼却関連施設

をもつ大規模な強制収容施設について、現地実態調査をとりまとめるとともに、さらに関連各国における第３者による

歴史考証や実態調査、さらに収容所、収容数、犠牲者数に関する文献・資料調査をもとに、ポーランド及び欧州各国ど

の主要収容所を現地視察、現地資料収集することにより犠牲者数の推計を試みた。 
 

■マイダネク強制収容所 
 2009年3月12日、ソビボル絶滅収容所の跡地を視察

した後、マイダネク(Majdanek)強制収容所に向かった。

一旦、ルブリン市内に入り、再度、国道 17 号線の反対

側からマイダネクに向かう。マイダネク強制収容所は、

ルブリンの南東約３ｋｍの国道 17 号線沿いにある。マ

イダネク強制収容所は、かのビルケナウ強制収容所より

も広く、約270ヘクタールもある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マイダネク強制収容所（今は博物館）の標識 
撮影：青山貞一 Nikon Cool Pix S10 2009.3.12 
 
 マイダネク強制収容所（Majdanek、正式にはルブリ

ン強制収容所）は、ナチス・ドイツが第２次世界大戦中

に設置した強制収容所の一つでポーランド東部のルブリ

ン郊外に位置する。ナチスの親衛隊（SS）がつけた正式

な収容所の名称は、ルブリン強制収容所であったが、周

辺住民たちは、この収容所を近隣の村マイダンの名前を

とって「マイダネク」と呼び習わしていた。戦後はこの

名前で有名となった。 
 マイダネク強制収容所は何しろ広い。あのアウシュビ

ッツ２、ビルケナウ強制収容所よりも広いのだから当然

だ。上述したように270ヘクタールもある。実際、中に

入ってみるとその広さを実感する。マイダネクは、ベル

ゼック、ソビボル、トレブリンカのポーランド東部の３

大絶滅収容所に近い位置にある。下図は、周辺のゲット

ーをもつ都市からマイダネク強制収容所や３大絶滅収容

所に送り込まれる関係を示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ポーランド東部、南部のゲントーから４大強制収容所に 
ユダヤ人らが輸送された経路 
 
マイダネクの近くには、北東にソビボル絶滅収容所、

南東にベルゼック絶滅収容所、北にトレブリンカ絶滅収

容所の３大絶滅収容所が存在しており、ポーランド内外

のゲットーなどで逮捕され、鉄道で移送されてきた囚人

はマイダネクの敷地近くの引き込み線で降ろされ、選別

所に向かわされた。 
●マイダネク強制収容所の施設概要 
マイダネクでは、他の収容所同様に輸送されてきた囚

人をすぐに＜選別室＞で選別し、労働として使える者と

そうでない者（病弱者、病人、高齢者、その他）に選別

した。後者は近くにあるガス室に送られて殺害され、  
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＜人体焼却炉＞で焼却された。収容施設は通称＜バラッ

ク＞と呼ばれている。バラックの一角の＜Ｌ字型施設＞

は＜囚人用のトイレと台所＞、図中、右側に縦に並んでい

る黒色の長方形は、元々強制収容のためのバラックの一

部であるが、現在、バラックを利用し展示施設として使

っている。 
展示施設の最下段の左にある２つの黒色の長方形が

＜ガス室＞である。ここで多くのユダヤ人など囚人とし

て連れてこられた人々が殺戮されたという。また最上部

の丸い部分(M)がマイダネク強制収容所で殺害され焼却

されたひとびとの灰を護る大きな＜霊廟＞である。 
霊廟の右側にある茶色が現存する＜前置室＞と＜人

体焼却炉＞である。ガス室で殺害され、飢えや病気、拷

問などで死亡した囚人はこの人体焼却炉で燃やされ灰と

なった。焼却炉は奇跡的に破壊を免れ今でも実物を見る

ことができる。ただし、建物は再建されたものである。  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
  マイダネク強制収容所の全体図 

●マイダネク強制収容所の歴史 
 マイダネク強制収容所単独の規模（広さ）では、ポー

ランド随一である。マイダネクは、SS の全国指導者ハ

インリヒ・ヒムラーの命を受けたルブリン地区の親衛

隊・警察高級指導者オディロ・グロボクニクにより1941
年秋から建設工事が開始された。建設作業は 1942 年５

月まで急ピッチで進められ、その後、拡張作業が行われ、

最終的には 1942 年の冬に竣工した。どこの収容所もそ

うだが、建設工事期間は半年であり、いずれも 1942 年

から1943年に集中している。1942年５月時点でのマイ

ダネクの規模は実に273ヘクタールに達している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
雪が残る現在のマイダネク強制収容所 
撮影：青山貞一 Nikon Cool Pix S10 2009.3.12 

 
 マイダネクでも他の強制収容所と同様、非常に厳重な

警備態勢が敷かれていた。高さ４メートルの木の柱を一

定間隔で立ててその間を有刺鉄線で結びつけてフェンス

とし、一定間隔に機関銃を備え付けた監視塔を設けてい

た。SS 隊員が看守であり、警察犬として 200 頭のシェ

パードも飼われていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マイダネクのバラック。現在は展示館として活用 
撮影：青山貞一 Nikon Cool Pix S10 2009.3.12 
 

 収容所建設作業が開始されてから間もなく最初の囚人

移送があった。 
 1942 年５月の頃には収容者が 4 万人になっていたと

みられ、1943年夏にはSSの全国指導者ハインリヒ・ヒ

ムラーがマイダネクの視察に訪れている。 
 他の強制収容所と同様にドイツの戦況が深刻化するに

つれ、食糧が不足して常時餓死者が発生するようになっ

た。生きている人々も骨と皮だけになるか、飢餓による

鼓腸を起こして異常に腹が膨張するか、どちらかの状態

になっていった。終戦直後、ソ連軍が同地を占領するま

での 36 カ月の間にユダヤ人やロマなど 7 万 9 千人もの
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●マイダネク強制収容所の殺戮と焼却の実態 人々が殺害・餓え・過労などにより死亡させられた。 私

たちが最初に向かったのは、マイダネク強制収容所で殺

害され焼却されたひとびとの灰を護る大きな霊廟である。 
 マイダネクには稼働最盛時、ガス車1台と６つのガス

室が設置されていた。ガス殺にはチクロンBと一酸化炭

素が併用されていた。1 度に 2,000 人近くガス殺するこ

とが可能であったとされている。そのガス室は 1942 年

10月から1943年秋にかけて本格的に稼働していた。 

 

 ガス室の隣では移送されてきた囚人の第一次選別が行

われた。マイダネクはアウシュビッツと同様、強制収容

所と絶滅収容所の側面を兼ね備えた収容所であった。 
 
 
 
 
 

マイダネクに強制収容され帰らぬ人となった人  々  
 Source:United States Holocaust Memorial Museum 

  
 最初に向かったのは、マイダネク強制収容所で殺害さ

れ焼却されたひとびとの灰を護る大きな霊廟である。  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マイダネク収容所にある灰を護る大きな霊廟 
撮影：青山貞一 Nikon Cool Pix S10 2009.3.12 

 
 下は霊廟の円形ドームの下にある焼却された人体焼却

後の灰である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円形ドームの下にある焼却された人体焼却後の灰 
撮影：青山貞一 Nikon Cool Pix S10 2009.3.12 

 
 
マイダネク強制収容所のガス室の前で 
撮影：池田こみち Nikon Cool Pix S10 2009.3.12 
 
まだ働ける者は働かせる一方、飢餓や看守の暴力で衰

弱した者、チフスに罹った者、そしてナチスにとって死

んだ方が好都合な者などはガス室へ送られたのであった。 
 労働力になる者にはシャツが与えられ収容施設に向か

わされたが、そうでない者は次の部屋、すなわちガス室

に送られたという。最初のガス室では裸にされ、髪の毛

を切られた。次にシャワー室に送られた。これは体を洗

うためではなく、体温を上げることで毒ガスの浸透力を

高め、短時間の内に大量の囚人を効果的に殺戮するため

とされている。さらにガス室に温風を送る方法も考えら

れた。 
もうひとつのガス室は壁が低く（半地下）なっており、

構造もレンガとコンクリートの構造となっている。次頁

の左下の写真にある鉄の扉には小さな窓がある。それは

中の様子を見るためのものだった。すなわち死体を運び

出すタイミングを計るための覗き窓であった。  
 ガス室などで殺害された囚人は、焼却炉群の隣にある

前置室に送られた。この前置室には、石造りの処置台が

ある。ここで遺体から金歯、銀歯を外し、呑み込んでい

る貴金属がないかどうか死体を解剖して調査したという。

死体置き場には、多数の死体が山積みとされ、隣にある

巨大な人体焼却施設で焼却されるのを待った。当初、死

体は焼却炉の北側に埋められていたが、ソ連軍の接近に

伴い、証拠隠滅のために死体が掘り起こされて改めて焼

却された。 
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マイダネクに残る前置室 
撮影：青山貞一 Nikon Cool Pix S10 2009.3.12 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マイダネクにあるガス室の内部 
撮影：青山貞一 Nikon Cool Pix S10 2009.3.12 

 
以下はかろうじて証拠隠滅のための破壊を免れ、当時

のままの状態で残っているマイダネクの焼却炉群。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マイダネクに現存する焼却炉群 
撮影：青山貞一 Nikon Cool Pix S10 2009.3.12 
 
終戦後、マイダネクでは以下の写真にある形で焼却炉

が発見された。現在、私たちが見る焼却炉は当時のまま

だが、建築物は再建されたものである。 

 
 
 
 
 
 
撮影：青山貞一 Nikon Cool Pix S10 2009.3.12 
 
 
 
 
ソ連軍が終戦直後、マイダネクを占領した直後の写真 
建築物はないが焼却炉が残っていた 
 Source:United States Holocaust Memorial Museum 
 
 下の写真は、マイダネクのガス室と焼却炉の前に立つ

池田。内部にある焼却炉は往時のものだが、建屋は再建

したものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ガス室、焼却炉施設の前に立つ池田こみち 
撮影：青山貞一 Nikon Cool Pix S10 2009.3.12 

 
●マイダネク強制収容所における犠牲者数 
 1944年8月12日のソ連の通信員ローマン・カルマン

の報告によると解放時のマイダネクはこのような状態で

あったという。  
 「私はマイダネクで今まで見たことのないおぞましい

光景を見た。ヒトラーの悪名高き絶滅収容所である。こ

こで 50 万人以上の男女、子供が殺された。これは強制

収容所などではない。殺人工場だ。ソ連軍が入った時、

収容所は生ける屍になった収容者が1,000人程度が残さ

れているだけだった。生きてここを出られた者はほとん

どいなかったのである。連日のように何千人もの人が送

り込まれてきて残忍に殺されていったのだ。ここのガス

室には人々が限界まで詰め込まれたため、死亡したあと

も死体は直立したままであった。私は自分の目で見たに
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 もかかわらずいまだに信じられない。だがこれは事実な

のだ。」  
  ソ連から送られてきたこれらの報告を受けてイギリス

の新聞『イラストレイティッド・ロンドン・ニュース』

は1944年10月にマイダネクの収容者の写真を掲載する

とともに次のように報道した。 

 
 
 
 「余りに残虐な写真を掲載したことについて理由を述べ

たいと思う。本紙の読者は、ドイツ人が犯したこの残虐

な犯罪について信じられないかもしれない。われわれの

報道がプロパガンダと思うかもしれない。そうした懸念

から写真掲載の必要があると考えたのである。これらの

写真こそが 60 万人から 100 万人の人々がマイダネクで

組織的に殺戮された動かぬ証拠である。掲載した写真だ

けでも残虐だがマイダネクの惨状はさらに残虐だったの

である。」 

 
 
 
 
 
 
The survivors of Majdanek upon liberation, July 1944 Source: 
Israel Gutman, Encyclopedia of the Holocaust, Tel Aviv 1990 
Source:United States Holocaust Memorial Museum  上記によれば当初、犠牲者は最高100万人近くとされ

たが、これはアウシュビッツ同様、ソ連軍のプロパガン

ダとされており、現在は約 15 万人が連行され 8 万人が

犠牲者で、そのうち6万人がユダヤ人であったとポーラ

ンド政府が公表している。実際、マイダネクのガイドが

言っている「マイダネクでどれだけの人が殺され焼かれ

たかを正確に数えることは困難。現実的には8万人くら

いであろう」と述べているが、これは公式数値を伝えて

いる。 

 
■ナチス・ドイツによるユダヤ人などの推定殺害数 
 本現地調査（視察）は、「戦争と人間」、「戦争と環境」

に関連した公共政策論研究の一環として実施したもので

あり、現地調査には日本初の情報、資料、写真も多数含

まれている。 
 今回の調査の目的のひとつは、ナチス・ドイツが欧州

全体でユダヤ人などを殺害した数を推定することにあっ

た。現地調査及び各種文献資料調査を元に推計すると、

ナチス・ドイツによるユダヤ人らの犠牲者は最大で 645
万人、最小でも420万人となった。そのうちポーランド

で殺害された人数は、推定で最大592万人、最小で335
万人である。ただし、上記の推計では、アウシュビッツ、

ビルケナウ、モノビッツにおける最大の殺害数を250万

人、最小の殺害数を現在の公称値である150万人として

いる。最大値と最小値の違いの最大の原因は、主にマイ

ダネク強制収容所にある。これについても現地視察をも

とに推察した。たとえば収容者数、施設の稼働年月、稼

働日数、ガス室規模、焼却炉数（規模）、一日の想定焼却

人数などから推計すると、現在の通説となっている約 8
万人よりはかなり多いのではないかと思える。結局、具

体的な数値を出すまでには至らなかったが、30万人前後

と推察できる。ポーランド国内でナチス・ドイツにより

殺害された犠牲者の数は欧州全体で殺害された犠牲者の

80％から92％となる。いかにポーランドでの殺害数が多

いかが分かる。今回の視察ではその大部分の施設を訪問

したことになる。 

 現地視察して分かったことは、残されていた焼却炉の

実物を見ると、数と言い、ひとつひとつの炉の規模と言

い、アウシュビッツ、ビルケナウのものよりも大きく、

一日に1,000人以上を焼却していたという説も納得がゆ

く。さらに最初にマイダネクで死刑や処刑が行われたの

が1941年７月であり、ソ連軍によって1944年７月に解

放されるまでの期間に殺害が行われていたとすると、犠

牲者は公表されている8万人よりもはるかに多いのでは

ないかと推察できる。 
 最後に、日本ではアウシュビッツ系の強制収容所がマ

イダネク強制収容所や３大絶滅収容所よりもはるかに注

目され、有名であるが、規模といい開設時期がアウシュ

ビッツ系それに３大絶滅収容所より早いなど多くの点で、

マイダネク収容所を重視している研究者らが多いという。 
なお、マイダネク強制収容所では、生存者は別の収容

所へ移送されており、1944年7月23日にソ連軍がここ 
に到着した際にはわずかな囚人しか残されていなかった

とされるが、右は 1944 年、マイダネク収容所が解放さ

れたときの生き残り者の写真である。施設の多くも焼却

されるか爆破されていた。ただ焼却炉だけはそのまま残

っていた。 
本論考では、クラクフ近い有名なアウシュビッツ、ビ

ルケナウ強制収容所だけでなく、日本ではあまり知られ

ていないルブリン近郊のマイダネク強制収容所、ウクラ

イナ、ベラルーシュ、リトアニアとの国境沿いにあるベ

ルゼック、ソビボル、トレブリンカの３大絶滅収容所に

ついても犠牲者の推計上、考慮している。
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表  ナチス・ドイツが欧州で殺害したユダヤ人などの国別、収容所別の推定値 単位：人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：青山貞一、池田こみち、ナチス・ドイツによる欧州各地の強制収容及び犠牲者数の推計 
～ポーランド内主要施設の現地調査を通じて～、2009年7月 
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